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「支え合いのまち稲毛」の推進に向けて    稲毛区支え合いのまち推進協議会 委員長 眞智 洋二 

稲毛区支え合いのまち推進協議会は、地域の皆様が主体となって地域の様々な取組に関わり、地域生活・社会をより

豊かなものしようとする活動を支援するため、平成１８年から開催され、今年１９年目を迎えます。 

協議会では、地域活動で大きな役割を担っている社協地区部会より、他の団体等と連携・調整を図りながら地区部会

エリアで幅広い年齢層を対象に行われている活動の状況についてご報告いただいております。 

しかし、コロナ禍等社会環境等の変化と相まって、昨今、特定分野・目的に特化した団体等による活動が非常に活発

化しており、協議会にも委員として多くの方にご参加いただいているところです。協議会としましては、皆様が住み慣

れた地域で安心して生活が送れる地域社会の実現には、双方が各々の活動を補完する存在として今まで以上に協力・連

携していくことが望ましいと考えております。そのため、今回のたよりでは、特定の組織の活動を皆様にご紹介させて

いただきました。 

協働・共生の社会の実現に向けて、協議会としましては地域の皆様のお力添えをいただきながら今後も活動の推進を

図って参りたいと考えておりますので何卒よろしくお願いいたします。 
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つながって、つづいていく地域づくりを     コミュニティケア街ねっと 

コミュニティケア街ねっとは、誰もが自分らしく安心して暮らせる地域をつくりたいと活動して 

いる認定ＮＰＯ法人です。 

健康麻雀やヨガの教室（地域交流「あみぃこ」）、放課後のこど 

もの居場所（こどもカフェ３rdプレイス虹）、孤食・個食の解消

を目指した地域食堂～みんなのテーブル～などを開催して、地

域の方々の出会いと交流の場をつくってきました。 

最近では健康麻雀教室が盛況で、ここで出会い親しくなった 

方たちが連れ立って地域食堂に来ることもあります。コロナ禍 

を経て、気軽に人と会える嬉しさ、楽しさを感じているようで 

す。参加するだけでなくて「地域のために何かしたい」「ボラン 

ティアしたい」という問い合わせも増えています。 

私たちの活動は、関連する団体との連携や、ボランティアさん

の力で成り立っています。地域食堂では 70歳代の方 

が料理の腕をふるい、定年退職した男性はこどもカフェ 

で子どもと遊びながら見守りをしてくれています。得意 

なことや希望をお聞きしてボランティアのコーディネー 

トもしているのですが、複数の活動に関わる方は世代を 

超えて地域での顔見知りが増えて、とても楽しそうです。 

また地域食堂ボランティアを中心に、子ども食堂や赤 

ちゃんとママの居場所も始まりました。これは「子ども 

たち、子育て中のママ・パパのためにホッとできる場所 

をつくりたい」という同じ地域に住む方たちの想いが 

カタチになったものです。 

ボランティア活動を通して仲間と出会い、楽しんで参加していたら誰かの助 

けになっていたり、何かでつながって助けられた人が次の担い手になることも 

あります。そんなふうに支えたり、支えてもらったりしながら、つながって、 

つづいていく地域を目指していきたいと思っています。 

 

 




